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【最も定着している業務でも7割超が「別画面・コピペ運用」】

生成AIの業務定着の実態と課題に関する調査
〜広がった利用の先へ。分かれ目は、業務システムへの組み込み〜

【生成AIの業務定着の実態と課題に関する調査】
テックタッチ株式会社
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調査概要

調査実施者 テックタッチ株式会社

調査名称 生成AIの業務定着の実態と課題に関する調査

調査方法
IDEATECHが提供するリサーチマーケティング「リサピー®」の企画による
インターネット調査

調査期間 2026年7月28日〜同年7月29日

有効回答 従業員1,000名以上の企業で生成AIの活用・推進に携わる責任者・担当者319名
※構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはなりません。
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調査サマリー
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生成AIの企業導入は急速に進み、業務のなかで使われる場面が広がっています。実際、大企業の生成AI

活用・推進担当者の約4割が、全社の生成AI活用は「複数業務で業務システムの流れに組み込まれ、自然

に使われている」段階だと回答しています。

一方で、業務ごとの定着度合いにはばらつきが見られ、どの業務で、どこまで使われているのかを丁寧に

把握することが、生成AI活用の解像度を高める第一歩となります。

本章では、生成AIが実際にどのような業務でどこまで使われているのか、利用の広がりの実態を明らか

にします。

第1章｜生成AIの利用は、どこまで広がったのか
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調査結果｜生成AIの利用は、どこまで広がったのか

全社での生成AI利用、

「自然に組み込まれ

た」段階は39.5%

全社での生成AIの使われ方に
ついて、「複数業務で業務シス
テムの流れに組み込まれ自然
に使われている」は39.5%、
「一部業務では業務システム画
面内で使えている」が33.9%
となりました。

一方、「多くの人が使っている
がコピペを繰り返している」は
17.9%残っています。

使う人が増えた段階から「業務
に組み込まれた」段階へと進む
過渡期にあることが示されて
います。
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調査結果｜生成AIの利用は、どこまで広がったのか

生成AIの利用は広範

に、上位は「情報収集」

83.7%・「文書作成」

81.8%

実際に生成AIを使っている業
務は、「情報収集・調べもの」が
83.7%で最多。次いで「文書・
資料の作成・編集」が81.8%、
「データの集計・分析」75.9%
と続きました。

情報検索や文書作成といった
ホワイトカラー業務の中心領域
で、生成AIの利用は幅広く進ん

でいます。
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調査結果｜生成AIの利用は、どこまで広がったのか

最も定着している業務

は「文書・資料の作成・

編集」39.0%が突出

生成AIが最も定着している業
務は、「文書・資料の作成・編
集」が39.0%と突出、「情報収
集・調べもの」が23.9%で続き
ました。上位2業務で6割超を
占めています。

使える業務は広がった一方、定
着が進んでいるのは、比較的
チャット画面上で完結しやすい
汎用的な業務に集中していま
す。「活用は広く・定着は狭い」
という構造が見えてきます。
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では、生成AIはどのように使われているのでしょうか。

本章では、最も定着している業務での使われ方に絞り、業務システム内で自然に使えているのか、外部AI

との間でコピペ運用に依存しているのかを見ていきます。あわせて、本調査で定義した「定着の5条件」の

充足状況を確認します。

【定着の5条件】

1. 現場の納得感：現場が前向きに使えている

2. 例外時の引き継ぎ：AIだけでは対応しきれない場面で、人がスムーズに引き継げている

3. 利用状況の可視化：誰が・どの業務で使っているかを把握できている

4. プロンプト負担の低さ：毎回プロンプトを書かなくても、必要な情報をある程度補って使えている

5. 業務システムへの組み込み：いつもの業務システムの画面内で、コピペなどせずにそのまま使えてい

る

調査の結果、多くの企業が「別画面・コピペ運用」に依存しており、業務システムへの組み込みが定着を分

ける弱点となっていることが示されました。

第2章｜定着の質を分ける「使われ方」と「5条件」
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調査結果｜定着の質を分ける「使われ方」と「5条件」

最も定着している業務

でも71.5%が「別画

面・コピペ運用」

最も定着している業務につい
ても、「業務システムとは別画
面（社内ツール/専用AI環境）」
が41.1%、「外部AI画面でコピ
ペ」が30.4%と、合計71.5%
が「別画面・コピペ運用」にとど
まっていました。

「業務システム画面内でそのま
ま使えている」のは20.6%、
「裏側でAI組み込み」まで含め
ても28.2%と、組み込みはま
だ3割弱にとどまります。
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調査結果｜定着の質を分ける「使われ方」と「5条件」

「定着の5条件」、最下

位は「業務システム内

で使えている」で

24.1%

「現在できていること」を5条件

別に見ると、「現場が前向きに

使えている」が61.4%にのぼ

り、「AIが対応しきれない場面

で人がスムーズに引き継げる」

50.2%と続きました。

一方、5条件のうち最も低いの

は「業務システムへの組み込

み」で24.1%。「現場の納得感」

との間には約2.5倍の差があ

ります。業務フローへの組み込

みが最も遅れており、導入から

定着への分水嶺がここにありま

す。
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最後に、生成AIの定着を阻む課題と、これからの打ち手を見ていきます。

組織の推進体制、効果測定の見える化、そしてこれから何を重視するのか。

今回の調査では、「業務システムへの組み込み」が今後最も重視される取り組みとして浮かび上がりまし

た。

業務時間の削減効果は使い方次第で分かれており、定着の質を高める打ち手が改めて問われる局面にあ

ります。

第3章｜定着を阻む課題と、これからの打ち手
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調査結果｜定着を阻む課題と、これからの打ち手

定着を阻む課題、第1

位は「使い方の理解・

習熟度に差」48.3%

生成AI活用の課題では、「使い
方の理解や習熟度に差がある」
が48.3%でトップ、次いで「情
報漏えい・機密情報（セキュリ
ティ）に不安がある」33.5%、
「どの業務に使えるか具体的に
イメージできない」24.5%と
続きました。

「業務システムと別で開くのが
面倒で続かない」も19.1%と、
組み込み不足が実務上の負担
として表面化しています。
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調査結果｜定着を阻む課題と、これからの打ち手

推進主体は「DX・AI推

進の専門部署」

43.9%、現場主導は

17.2%どまり

生成AIの推進主体は「DX・AI
推進の専門部署」が43.9%で
最も多く、次いで「情報システム
部門」24.5%となる一方、「各
業務部門・現場」の主導は
17.2%にとどまりました。

推進はIT/DX部門が中心で、
現場は使う側に位置づけられ
ています。現場を巻き込みなが
ら定着を進める仕組みづくりは
道半ばの状況です。
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調査結果｜定着を阻む課題と、これからの打ち手

効果測定、「ある程度

できている」が

48.6%で最多、一方

「測定できていない」

も合計28.8%

生成AIの効果測定は、「ある程
度は測定できている」が
48.6%で最多、「あまり測定で
きていない」24.1%、「まった
く測定できていない」4.7%
と、合計28.8%が測定できて
いない状況です。

なお、 「測定できている」は
18.8%にとどまり、効果の可
視化ができない層が3割近く
残ることは、継続投資の説明や
定着施策の意思決定にとって
課題となります。
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調査結果｜定着を阻む課題と、これからの打ち手

48.0%が今後「業務

システムの中でAIを

使えるようにする」こ

とを最重視

今後重視したい取り組みは、

「業務システムの中でAIを使え

るようにする」が48.0%でトッ

プ。「AIを前提に業務のやり方

そのものを見直す」46.7%、

「AIが自動で処理し、人は最終

確認を中心にする」45.1%が

僅差で続きました。

上位3項目はいずれも、AIを新

たなツールとして単独で導入す

るのではなく、既存の業務プロ

セスやシステムにAIを組み込

み、AIを前提に業務そのもの

を再設計する方向を指してい

ます。
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調査結果｜定着を阻む課題と、これからの打ち手

業務時間の変化、

62.6%が「減った」、

一方「増えた・変わらな

い」も33.9%

最も定着している業務でAI導
入前との時間変化は、「2〜3
割減」が30.7%で最多、「1割
減」が25.6%、「4割以上減」は
6.3%と、「減った」と回答した
層の合計は62.6%となりまし
た。

一方、「増えた」17.4%、「ほと
んど変わらない」16.5%と
合計33.9%にのぼっており、
使い方次第で成果が分かれる
実態も示されました。
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まとめ

導入から定着へ｜カギは業務システムへの組み込み

従業員1,000名以上の大企業で生成AIの活用・推進に携わる責任者・担当者319名を対象に、「生成AIの業務定着の実態と課題に関する調
査」を実施しました。

本調査では、大企業の生成AI活用が利用の広がりから業務への定着へと局面が移りつつある一方、最も定着している業務においてさえ
71.5%が「別画面・コピペ運用」に依存しており、業務システム内でそのまま使えているのはわずか20.6%にとどまることが浮き彫りとなり
ました。

さらに、「定着の5条件」のなかでも「業務システムへの組み込み」が24.1%と最も達成度が低く、同時に、今後最も重視される取り組み
（48.0%でトップ）でもあることが分かりました。効果を「まったく／あまり測定できていない」層も合計28.8%残ります。

生成AI活用の課題は、使う人を増やすことから「使い方そのものを変えること」へ移りつつあります。AIを使うために別の画面を開き、必要
な情報を入力する使い方から、普段の業務プロセスの中で自然にAIを活用できる形へ。生成AIを「業務の一部」にできるかどうかが、次の定
着を左右するポイントとなります。
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テックタッチの2つの事業

DX・AIとユーザーのラストワンマイルを支援

「テックタッチ」は、操作ガイドをシステム上に表示することで、誰も

が迷わずにシステムを操作できる環境を提供します。また、システ

ム導線上に設置可能なAIを活用することで、従業員のAI利活用を

促進します。

国内シェアNo.1 次世代AI型DAP

「テックタッチ」
データ戦略AIエージェント

「AI Central Voice」

埋もれたデータが、戦略のヒントに。

「AI Central Voice」は、顧客の声・ログ、従業員エンゲージメン

ト、商談記録など、あらゆる定性データを構造化し、課題を可視化。

対話形式でアイデア出しをサポートし、経営の意思決定に役立つ新

たな洞察の発見を促進します。

お問い合わせ お問い合わせ

https://techtouch.jp/contact/?utm_source=ebook&utm_medium=referral&utm_campaign=survey-aigent-2025
https://aicentralapp.com/contact/?utm_source=ebook&utm_medium=referral&utm_campaign=survey-aigent-2025


すべてのユーザーが
システムを使いこなせる世界に

システム導入だけで終わらせない、利活用のためのDXプラットフォーム


